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平成22年度 ふれあい大学閉講式・大学祭
　3月25日、氷川町文化センターにおいてふれあい大学閉講式・大学祭が行われ、小野一成 運営委員会副会長
が開会を告げ、村﨑厚美 運営委員会会長より挨拶がありました。
　文集『年輪』発表では、西上宮の村内一誠さんから思いを綴った発表があり、続く謝辞を1班代表の永田俊雄
さんが述べられました。
　田上春喜 町老連交通安全推進部会代表による交通安全宣言の後、米沢徹 運営委員会副会長の閉会の辞で
閉講式を終了しました。
　午後から行われた「大学祭」では、歌や踊りなど13演目が披露され、会場全体に笑顔が溢れました。
　また、85歳表彰では15名の方、大学無欠席表彰では、60名の方が表彰を受けました。

▲「仰げば尊し」を合唱

☆85歳表彰該当者（15名）
上村直人（高塚）・池田敦夫（高塚）・本田ヨシノ（大野）・稲
田正簾（迫笹尾）・坂本武司（迫笹尾）・野中シズエ（迫笹
尾）・野村タズ（高野道）・上野すみ子（高野道）・塚本シヅエ
（北野津）・三浦シゲ子（西野津）・前村安喜（鹿島）・中島
澄子（鹿島）・上村ユリ子（若洲）・田中マツミ（栫）・松田利
雄（早尾）

八代郡市医師会から寄贈いただきました
　このたび、八代郡医師会（尾田正幸会長）と八代市医師会（宮村博文会長）から、本町の健康福祉事業に対し
て、①子宮と胎児ソフトモデル一式と②ゲームベスト40枚を寄贈いただくこととなり、目録が贈呈されました。
　乳幼児健診や健康教育等母子保健事業に活用させていただきます。

▲②ゲームベスト 40枚▲①子宮と胎児ソフトモデル

半
は ん じ ょ う

畳畳
だ た み

を被災地へ発送
　氷川町では、八代市・ＪＡやつしろと連携し、東日本
大震災の被災地に畳1万枚（町予算1,550万円）を送ろ
うと、八代地域の畳屋さん26軒に製作を依頼。4月18
日に第1弾として、半畳畳2千枚を宮城県石巻市の要請
により発送しました。
　今後は、東松島市・女川町等からも要請があってお
り、準備ができしだい被災地に発送予定です。
　発送した半畳畳は、避難所や仮設住宅等に使用され
ます。

▲八代畳で暖かさと安らぎを


